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らの統計的手法の導入が待たれていた。本章における地域格差の検証に用いたデータは、 1952 年から 1999 年までの
中国の 28 地域 (1978 年以降は 30 地域)について、第一次、第二次及び第三次産業毎の、一人当たり実質付加価値






第 3 章 rCGE モデルj では、中国の地域格差の問題を分析するために、地域間産業連関データに基づいて作成さ
れた計算可能な応用一般均衡分析 (CGE モデ、ル)の構築について述べている。モデ、ルの基本構造は、 2 生産要素、
9 産業部門、 3 経済主体からなる地域間多部門モデ、ルで、あるが、分析対象となる地域や目的に応じて集計レベルを変
更することができる。








第 5 章「西部大開発モデ、ノレj では、中国を東部と西部の二地域に分割してモデルを構築している。このような地域








本論文は、中国の 1952 年から 1999 年までの地域データに基づいて、地域格差が地理的・社会的初期条件、開発政
策及び、経済主体の特a性に大きく依存していることを明らかにし、地域間の所得分布が二極化する傾向にあることを示
したことは大きな貢献である。さらに、中国における地域間の連関を分析するために作成した応用一般均衡モデルに
より、人口移動抑制策や立地政策が地域格差の発生に大きく影響していることを明らかにしており、これらの結果は
中国経済の分析に新たな一石を投じるものと言える。本論文には社会資本ストックや巨大な国営企業の存在とその影
響についての分析について、今後期待すべき点があるが、その萌芽を見い出すことができる。
よって、本論文は博士(経済学)の学位を授与するに十分に値すると判断する。
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